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「したいことがあるけど、やり方が
分からない…」そのような時に、
ユーザが与えた音声や画像などのメ
ディア情報を元に具体的な指示や理
想像を提示するシステムの実現を目
指しています。本展示では、このシ
ステム実現のために行った二つの取
組について紹介します。

従来のフィードバックシステムは、
ルールベースのものが主で、ユーザ
の多様な入力状態に対して対応する
ことは困難でした。これに対し、本
研究では、深層学習をベースに新た
な情報伝播方法・ネットワーク構造
を考案し、「あなた専用のお手本」
を提示することを可能にしました。

本研究の鍵は、システムがメディア
生成を通していかにユーザに寄り添
えるかということです。これは、上
達支援だけにとどまらず、ユーザが
思い描くメディアを生成するために
必要な技術です。将来的にはユーザ
のあらゆる要望に応えられるメディ
ア生成技術の確立を目指しています。
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「あなた専用のお手本映像」の生成（例：顔の表情改善・顔の属性変換の場合）
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※表情認識とキーポイント検出について学習済みモデルを利用
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フィードバック生成のための情報伝播方法を提案 属性内多様性の学習のためのネットワーク構造を提案
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あなた専用のお手本映像で上達支援

～深層学習によるメディア生成の可能性～

Copyright (C) 2017 NTT Communication Science Laboratories




